
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
居室内の２方向の壁のコーナーに密接して取り付けられ、下方に吸い込み口を有する空気
調和機であって、熱交換器からの水滴の滴下を水受け皿まで誘導する樋を具備し、この樋
にエアフィルタ脱着のためのガイド用リブを一体成形し

ことを特徴とする空気調和機。
【請求項２】

【請求項３】

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、室内のコーナー部に設置され、冷房あるいは暖房を行う空気調和機に関するも
のである。
【０００２】
【従来の技術】
従来のこの種の空気調和機は、例えば特願平０９－３１０１７５号公報に記載されている
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、前記ガイド用リブはエアフィル
タの補強桟と相対する位置に配置した

ガイド用リブに、その一部を切り欠くことにより空気清浄装置などの付属部品を保持する
保持部を設けたことを特徴とする請求項１に記載の空気調和機。

ガイド用リブの間隔を中心に近い程小さくしたことを特徴とする請求項１～２のいずれか
に記載の空気調和機。



ように、図７、図８、図９に示すような構成になっている。
【０００３】
図７は空気調和機本体１を居室内に設置した場合の斜視図である。図８は図７をＡ方向か
ら見た平面図である。図９は図８のＤ－Ｄ断面図である。空気調和機本体１は、水平断面
が略扇形をし、居室内の天井と２方向の壁のコーナーに密接して取り付けられ、下方に吸
い込み口を有し、円弧の部分にスタビライザ８、リアガイダ９からなる吹き出し口２を有
している。クロスフローファン３が回転し送風作用をしている時、下方の吸い込み口であ
る前面グリル５から空気を吸入し、複数からなる熱交換器７を経由して熱交換され、円弧
状の吹き出し口２へと空気が流れ、送風作用をする。
【０００４】
６は熱交換器７の凝縮水を処理する水受け皿、１０は傾斜部分の熱交換器７の凝縮水を処
理して水受け皿６へ誘導する樋、１１は内部接続配管、１２は風向変更装置、１５は電装
品、１６は吸い込み口になる下方に設けた前面グリル５と熱交換器７の凝縮水を処理する
水受け皿６との間に設けたエアフィルタである。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、上記構成では、エアフィルタ１６が略Ｌ字型で、熱交換器７、樋１０、水受皿
６、スタビライザ８を覆うほど大きな面積であるにも関わらず、エアフィルタ１６挿入の
ためのガイドがほとんど設けられず、工事業者による設置時やサービス時、また使用者に
よる清掃時において、エアフィルタ１６が挿入途中で引っかかったり、ねらったところに
入らなかったりして挿入作業が困難であった。
【０００６】
また、クロスフローファン３が回転し送風作用をしているとき、熱交換器７を通る風の速
度は、熱交換器７長手方向においては中心ほど早く、両端に行くほど遅くなり、熱交換効
率が良くないといった問題も残っていた。
【０００７】
本発明は上記従来の課題を解決するもので、エアフィルター挿入時の作業性を向上させる
ものであり、また熱交換器の風速分布を改善し、熱交換器能力を高める空気調和機を提供
するものである。
【０００８】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決するために、本発明は樋にエアフィルター脱着のためのガイド用リブを一
体に設けることにより、エアフィルタ挿入作業は、スム－ズに行え、作業性が改善される
。
【０００９】
【発明の実施の形態】
上記課題を解決するために、本発明は樋にエアフィルター脱着のためのガイド用リブを一
体に設けたもので、エアフィルタ挿入作業は、スム－ズに行え、作業性が改善される。
【００１０】
また本発明は樋に設けたエアフィルタ脱着のためのガイド用リブを、エアフィルタの補強
桟と相対する位置に配置したもので、ガイド用リブとエアフィルタの補強桟は重なり合う
ので、通風抵抗の増加を防止できる。
【００１１】
また本発明はガイド用リブに、その一部を切り欠くことにより空気清浄装置などの付属部
品を保持する保持部を設けたもので、保持するための別部品を設けないですむのでコスト
アップを押さえることができる。
【００１２】
また本発明はガイド用リブの間隔を中心に近い程小さくしたもので、ガイド用リブによる
通風抵抗は熱交換器中心部で多く、両端で少なくなるので熱交換器の風速分布は改善され
、熱交換器能力を高めることができる。
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【００１３】
【実施例】
以下、本発明の一実施例を図１から図５に基づいて説明する。図１は空気調和機本体１を
居室内に設置した場合の斜視図である。図２は図１をＡ方向から見た平面図である。図３
は図２のＢ－Ｂ断面図である。空気調和機本体１は、水平断面が略扇形をし、居室内の天
井と２方向の壁のコーナーに密接して取り付けられ、下方に吸い込み口を有し、円弧の部
分に吹き出し口２を有している。クロスフローファン３が回転し送風作用をしている時、
下方の吸い込み口である前面グリル４から空気を吸入し、複数からなる熱交換器６を経由
して熱交換され、円弧状の吹き出し口２へと空気が流れ、送風作用をする。
【００１４】
５は熱交換器６の凝縮水を処理する水受け皿、７は傾斜部分の熱交換器６から滴下する凝
縮水を処理して水受け皿５へ誘導する樋、８は内部接続配管、９は風向変更装置、１０は
吸い込み口になる下方に設けた前面グリル４と熱交換器６の凝縮水を処理する水受け皿５
との間に設けたエアフィルタである。このエアフィルタ１０脱着の際にガイドとなるガイ
ド用リブ７ａを樋７に直交するように一体に設けている。このため、エアフィルタ１０が
略Ｌ字型で、熱交換器６、樋７、水受け皿５を覆うほどの大きな面積であるにも関わらず
、ガイド用リブ７ａに沿ってエアフィルタ１０を挿入するだけで、途中で引っかかったり
、本体１に設けたエアフィルタ１０両側面を固定するための固定用溝１２に入らなかった
りといったことがなくなり、エアフィルタ脱着作業が容易になる。また、新たにガイド用
リブ７ａを設けるのではなく樋７にガイド用リブ７ａを一体成形することにより、通風抵
抗を最小限にとどめることができ、コストアップを押さえることができる。
【００１５】
また、本発明の第２の実施例を図４を用いて説明する。図４は図２の空気調和機のＢ－Ｂ
断面斜視図である。図３に示したものと同様の構成には同様の番号を付し説明を省略する
。１０ａはエアフィルタ１０の補強桟であり、この補強桟１０ａを縦横格子状に配置する
ことにより面積の大きいエアフィルタ１０はその形状を保っている。前述した樋７に設け
たガイド用リブ７ａをこのエアフィルタ１０の縦方向の補強桟１０ａに相対して設けるこ
とにより、エアフィルタ１０脱着の際、ガイド用リブ７ａがエアフィルタ１０の網部では
なく縦方向の補強桟１０ａに接触し、滑って導くため、引っかからず、より簡単にまたよ
り確実にエアフィルタ１６が脱着できるようになる。これによりエアフィルタ１０の清掃
、空気調和機１のメンテナンス等が容易に行えるだけでなく、縦方向の補強桟１０ａとガ
イド用リブ７ａを一直線に配置したことにより、通風抵抗を軽減できる。
【００１６】
また、本発明の第３の実施例を図５を用いて説明する。図５は図２のＢ－Ｂ断面図である
。図３に示したものと同様の構成には同様の番号を付し説明を省略する。１１は空気清浄
機能を有する空気清浄フィルタ、７ｂは樋７に設けた空気清浄フィルタ取付枠部であり、
ガイド用リブ７ａの一部を切り欠いた形状としており、この空気清浄フィルタ取付枠部７
ｂに空気清浄フィルタ１１を差し込むだけで取付が可能である。この空気清浄フィルタ取
付枠部７ｂは新たに設けるのではなく樋７と一体構成のガイド用リブ７ｂを切り欠いたこ
とで構成しているので通風抵抗を高めずに空気清浄機能を付加する事ができ、コストアッ
プを押さえることができる。
【００１７】
また、本発明の第４の実施例を図６を用いて説明する。図６は図２の空気調和機のＢ－Ｂ
断面斜視図である。図３に示したものと同様の構成には同様の番号を付し説明を省略する
。樋７に設けたガイド用リブ７ａの配置間隔Ｌを樋７の中心部ほど狭く、両端に近づくほ
ど広くなっている。つまり樋７は熱交換器６そしてクロスフローファン３と並行して構成
されているので、樋７の長手方向の中心部は、熱交換器６の中心部であり、またクロスフ
ローファン３の中心部でもあるため、従来熱交換器６の中心部に主に風が流れ、両端に近
づくにつれ風速がおちるといった風速分布を、ガイド用リブ７ａを風量の多い中心部には
多く設け、また風量の少ない両端部には最小限だけしか設けないというふうに通風抵抗を
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熱交換器６の長手方向で調整することにより風速分布は改善され、熱交換器能力を高める
ことができる。
【００１８】
【発明の効果】
本発明は上記実施例から明らかなように、樋にエアフィルタ脱着の際のガイド用リブを設
けることによりエアフィルタ挿入時の作業性が改善される。
【００１９】
またこのガイド用リブをエアフィルタの縦方向の補強桟に対向して配置することにより、
さらに作業性を向上させ、通風抵抗も増加しない。
【００２０】
また空気清浄フィルタ取付枠部を樋に一体に設けることにより、通風抵抗は最小限で空気
清浄という機能を付加でき、コストアップを押さえることができる。
【００２１】
また、エアフィルタ脱着の際のガイド用リブの間隔を樋の中心ほど狭く、両端に近づくほ
ど広く配置したことにより風速分布を改善し、熱交換器能力を高めることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の一実施例における空気調和機の斜視図
【図２】図１のＡ方向から見た斜視図
【図３】本発明の第１の実施例における空気調和機の断面図
【図４】本発明の第２の実施例における空気調和機の断面の斜視図
【図５】本発明の第３の実施例における空気調和機の断面図
【図６】本発明の第４の実施例における空気調和機の断面の斜視図
【図７】従来の空気調和機の斜視図
【図８】図７のＡ方向から見た斜視図
【図９】図８のＤ－Ｄ断面図
【符号の説明】
１　空気調和機本体
２　吹き出し口
３　クロスフローファン
４　前面グリル
５　水受け皿
６　熱交換器
７　樋
７ａ　ガイド用リブ
７ｂ　空気清浄フィルタ取付枠部
８　内部接続配管
９　風向変更装置
１０　エアフィルタ
１０ａ　エアフィルタ補強桟
１１　空気清浄フィルタ
１２　エアフィルタ固定用溝
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】 【 図 ９ 】
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